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特別寄稿 ⚖面

学校現場から ⚒面

学校現場へ ⚓面

会員のいきいきだより
⚔・⚕面

私の学園生活 ⚗面

私の趣味アラカルト
⚘面

四街道に存在した教育学部
⚘面

功労者と永年勤続者の紹介
⚙面

令和⚒年度の役員の紹介
⚙面

功労者表彰受賞者からの
メッセージ 10面

千葉師範、県初の甲子園
出場 11面

支部だより 11面

事務局より 12面

物故会員 12面

令和⚒年度経常予算の紹介
12面

編集後記 12面

二
〇
二
〇
年
七
月
31
号
発
刊
の
「
内
外

教
育
」で
、千
葉
大
学
附
属
小
学
校
が「
オ

ン
ラ
イ
ン
通
学
」
を
提
案
し
た
と
の
記
事

を
拝
読
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
伴
う
突
然
の
臨
時
休

業
に
際
し
て
、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

ク
ラ
ウ
ド
型
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
「
T
eam
s

（
チ
ー
ム
ズ
）」
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
模
索
の
経
験
に
基
づ
き
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
通
学
」
を
提
案
し
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。「
さ
す
が
千
葉
大
学
附
属
小
」
と
大

変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
大
木
圭
副
校

長
が
投
げ
掛
け
た
次
の
疑
問
の
言
葉
が
強

く
心
に
残
っ
た
。「
そ
ん
な
に
ビ
フ
ォ
ー

コ
ロ
ナ
の
生
活
に
戻
り
た
い
の
か
」。
こ

の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
教
育
の
在
り
方
を

一
変
さ
せ
た
。「
一
人
一
台
の
端
末
環
境

を
」
と
い
う
文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
は
一
気
に
加
速
の
勢
い
を
見
せ
て

い
る
。（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
と
は
、
Globaland

Inovation
Gatew
ay
for
A
llの
略
）。

今
、
目
の
前
に
い
る
子
供
た
ち
は
、
予

測
不
可
能
な
Society5.0
の
時
代
に
生
き

て
い
く
。
今
年
度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実

施
と
な
っ
た
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
も
こ
れ
に
応
え
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
頂
い
た
テ
ー
マ
は
タ
イ
ト

ル
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様

変
わ
り
し
た
学
校
の
現
状
に
鑑
み
、「
現

在
」
の
定
義
も
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
今
年
度
は
、
学
生
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
受
講
し
て
い
る
。
対
面
が
必
須
で

あ
っ
た
教
育
実
習
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

必
要
最
低
限
の
現
場
実
習
で
よ
い
こ
と
と

な
っ
た
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
中
で
育
っ
た
学
生
は
、
私
た
ち
ほ
ど
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
抵
抗
感
は
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
学
習
指
導
案
の
作
成
も
ま

ま
な
ら
な
い
学
生
が
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
実
現
す
る
の
は
容
易
い
こ
と
で
は
な

い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
な
お
、
学
生
は
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
教
育
を
実
現
す

る
担
い
手
と
し
て
、
子
供
と
教
師
、
子
供

と
子
供
の
双
方
向
性
の
下
に「
新
た
な
知
」

が
創
造
さ
れ
る
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授

業
」
を
構
築
す
る
力
を
身
に
付
け
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
質
の
高
い
教
員
を

輩
出
す
る
こ
と
こ
そ
、
国
立
大
学
教
育
学

部
の
使
命
で
あ
ろ
う
。

千
葉
大
学
附
属
小
の
記
事
は
、
大
木
副

校
長
の
展
望
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
通
学
で
▽
友
達
と
つ
な
が
る
安
心

感
が
得
ら
れ
る
▽
不
登
校
児
童
の
学
習
の

場
を
保
障
で
き
る
▽
急
な
休
校
で
も
学
習

機
会
を
提
供
で
き
る
▽
状
況
に
よ
っ
て

は
、
教
員
の
在
宅
勤
務
も
可
能
に
な
る
▽

学
童
保
育
に
教
育
学
部
生
を
派
遣
し
、
教

職
課
程
の
単
位
と
し
て
認
定
す
る
と
、
学

び
の
場
を
変
え
る
こ
と
で
、「
子
供
が
安

心
し
て
学
び
、
教
員
も
保
護
者
も
働
き
や

す
い
社
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」。

千
葉
大
学
教
育
学
部
が
、
日
本
の
教
員

養
成
を
牽
引
す
る
存
在
と
し
て
確
か
な
位

置
を
保
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う
。

当
初
、
八
月
二
十
二
日
（
土
）
に
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
、
今
年
度
の
定
期
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
影
響

に
よ
り
開
催
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
大
学
の
入
構
制
限
に
伴
う
会
場

の
確
保
も
難
し
い
等
の
理
由
で
や
む
な
く

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
理
事
会
、
記
念
講
演
会
、
表

彰
式
、
懇
親
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

功
労
者
及
び
永
年
勤
続
者
表
彰
に
つ
き
ま

し
て
は
、
受
賞
該
当
者
に
確
認
後
、
九
月

中
旬
に
、
御
自

宅
に
感
謝
状
と

記
念
品
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
受

賞
者
は
後
述
の

一
覧
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(事
務
局
)

紙 面 紹 介

令
和
二
年
度
の

中
止
と
な
り
ま
し
た

定
期
総
会
は

令和元年度・定期総会
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令和⚒年度 功労者表彰

令和⚒年度 永年勤続者表彰
(1)支部関係 ☆流山市 (2)都道府県関係 津村 早苗 佐々木郁子 渡辺 孝雄 ☆静岡県
☆千葉市 加藤 暁世 ☆北海道 湯澤 敦子 吉野 久子 黒澤 順子 真野 文雄
長谷川恵美 岡本 雅子 小山みゆき 柳岡 芳枝 石田 幸正 山岸 智 田代 仁美
岩原 浩之 小嶋 務 ☆岩手県 大塚三枝子 渡辺みどり 川端 邦彦 今井 睦子
横山 伸子 平田 義高 多田 英史 ☆群馬県 ☆東京都 福原 裕子 増田 融司
西澤 純秀 ☆印旛地方 ☆宮城県 城田 茂喜 平塚智加子 吉谷 順子 松村 敏典
川地久美子 小泉三智雄 富盛みゆき 木村 功 山本 修 牛山 智子 嶌 緑
赤間 一夫 森 輝代 ☆秋田県 市川 真人 疋田 康信 松島 隆志 當間さよ子
大西 徹 松浦みち子 沓澤 裕子 廣岡 照子 牛木 明 白鳥 郁夫 八木 恵子
木村圭一郎 鳥羽 文乃 須藤 宏子 北爪美代子 添野 誠 小川 純一 冨丘 敦子
大須賀洋一 佐藤 雅子 ☆山形県 ☆埼玉県 古谷 尚律 ☆富山県 岩城 隆徳

☆市原市 ☆香取地方 大類みえ子 関根 廣紀 片山 淑美 梅澤久美子 ☆鳥取県
池田 利之 宇井 真理 石原みゆき 山田 賢司 江頭 葉子 ☆福井県 大石 雅一

☆習志野市 斉藤 忠則 畔柳まゆみ 村川 和也 小椋 孝 宇田 順一 ☆愛媛県
富所 緑 香取多美子 ☆福島県 ☆千葉県 石井 恵子 宇田 幹子 妻鳥 昇司
勝浦 美佳 ☆匝瑳地方 三浦 孝一 山森 裕美 大熊千鶴子 ☆岐阜県

☆船橋市 鵜澤 和子 松﨑 幹子 小川 順子 ☆神奈川県 岩佐 恭子 (敬称略)
脇口由美子 ☆安房地方 酒井 宏 久米 稔 金子
池野 悟 本田 裕子 佐藤 啓子 福井 輝彦 三木 達夫
関 郁子 鈴木 信昭 大橋 淳子 竜田 晴美 遠藤 政之
湊 哲也 飯田 章子 横田 順 中村 幸枝 村木 悦子
河合 冬樹 ☆木更津市 三浦由美子 杉山 英人 宮木 清子

☆柏市 鶴岡優美子 ☆茨城県 鈴木 富夫 伊藤 肇
渡辺久美子 鴇田 道雄 郡司 仁 鈴木 政之 小田 真子
添野 真弓 ☆君津市 佐藤 昭彦 佐瀬 郁夫 ☆山梨県
小山 正明 渡辺 千佳 川津 文子 新田以津子 野呂瀬秀幸
出山 良恵 渡邉 史郎 宮﨑三四恵 赤目川悦子 ☆長野県
船山 桂一 和田 俊昭 椎名 節子 川崎 明美 千葉 節子

☆野田市 東 裕美子 ☆栃木県 鈴木 正敏 北沢 浩美
加藤 宏明 ☆富津市 山本 昭則 鞠山 久乃 福島 良二
小島 宏之 三田 彰一 渡辺 康子 大嶋 信之 畑中 利之

宮島 佑吉（事務局長⚕年、事務局次長⚑年、常任理事⚕年）
森 重文（常任理事10年、理事⚑年）
鎗田 弘子（理事16年）

役員・理事・顧問
役 名 氏 名 卒年
会 長 町田 義昭 41

副会長
八木 雅之 44
重栖 聡司 52
古山 文夫 48

監 事
小高千代子 44
野内 修 45
中田 麗子 46

理 事

※笠井 孝久 H1
※三瓶 繁男 46
※岡村 太郎 47
※吉田 進 50
藤田 俊明 45
飯塚 徳政 48
栗原 春江 49
濱井 清之 52
石川 和之 53
大村 尚 55
森島 弘道 H2

顧 問

藤井 俊夫
岡田勝太郎 28
秋山 衛 33
山中 齊 35
貫井 正納 40

令和⚒年度 役員・支部長・支部事務局長・学内理事
支部長・支部事務局長

No. 支部名 支部長 卒年 事務局長 卒年
1 千 葉 市 ※原 良三 39 伊藤 繁徳 H1
2 市 原 市 ※小泉 学 49 大久保毅一 55
3 習志野市 松本 健志 57 窪田 準子 61
4 八千代市 平岡 広充 59 宗像 洋 H11
5 船 橋 市 ※高橋 秀充 43 小林 努 62
6 市 川 市 西 博孝 49 松尾 悟 H2
7 松 戸 市 山口 茂 43 鮎川 渉 60
8 柏 市 大森 俊生 49 小林 和俊 56
9 野 田 市 小山 隆央 61 縄田 浩子 63
10 流 山 市 中曽根仁史 63 西郡 珠美 H1
11 我孫子市 佐藤 知代 60 鈴木与志実 63
12 鎌ヶ谷市 飯田 卓 60 飯田 卓 60
13 印旛地方 牧野 隆 33 鈴木 弘之 59
14 香取地方 香取 義孝 46 篠本 治 56
15 銚 子 市 房州 洋一 45 吉野 和宏 62
16 旭 市 椎名 秀明 47 平野 哲 63
17 匝瑳地方 山邊 征 44 鈴木 利雄 H2
18 山武地方 工川 洋 50 長谷川峰史 H3
19 長生地方 渡邉 勇一 45 佐藤 秀文 51
20 夷隅地方 水野 博 44 野口 宏 57
21 安房地方 高木 孝一 59 御子神潤一 62
22 木更津市 市東 宏 31 市東 宏 31
23 君 津 市 鶴岡 英夫 45 朝生 敦 52
24 富 津 市 牧田 正彦 56 白川 啓元 58
25 袖ヶ浦市 伊藤 鉄夫 38 鈴木 修 49
26 東 京 都 竹中 將隆 40 清水 一豊 46

学 内 理 事
役 名 氏 名 所 属
学内理事長 笠井 孝久 千葉大学

会 報
樋口 咲子 千葉大学
笠井 孝久 千葉大学
川名 隆行 千葉大学附属中学校

庶 務

佐久間淳一 千葉大学附属中学校
相沢 俊介 千葉大学附属小学校
御園 泰介 千葉大学附属小学校
櫻井 圭子 千葉大学附属特別支援学校
入澤 里子 千葉大学附属幼稚園
小橋 暁子 千葉大学

校 友 会 大嶌 竜午 千葉大学

事 務 局
役 名 氏 名 卒年
事務局長 ※水野 平吾 51
事務局次長 ※佐藤洋一郎 46

同期会支部
No. 支部名 支部長 卒年 事務局長 卒年
1 第 ⚑ 期 黒川 弘 28 黒川 弘 28
2 第 ⚓ 期 齊藤 實 30 川口 博 30
3 第 ⚔ 期 鈴木 實 31 市東 宏 31
4 第 ⚖ 期 秋元 茂樹 33 小髙 博昌 33
5 第 11 期 長野 靖 38 荻山 清志 38
6 第 13 期 ※川﨑 正信 40 松﨑 清 40

※印は常任理事

※調査により、本人から掲載許可を得た方です。

令和⚒年⚖月 常任理事会
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
恒
例
の
甲

子
園
野
球
大
会
は
例
年
通
り
と
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
に
千
葉
県
勢
で
最

初
に
出
場
し
た
の
は
、
千
葉
大
学
教
育
学
部

前
身
の
千
葉
県
師
範
学
校
で
す
。
大
正
十
五

年
度
の
第
十
二
回
夏
の
大
会
で
す
。

そ
の
貴
重
な
資
料
が
、
船
橋
市
総
合
体
育

館
内
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
資
料
展
示
室
「
吉
澤

野
球
博
物
館
資
料
展
示
室
」
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

(文
責

水
野
平
吾
)





























旭
市
支
部
は
、
令
和
二
年
三
月
現
在
、

退
職
会
員
六
十
二
名
・
現
職
会
員
五
十
一

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
主
な
活
動
と
し

て
幹
事
会
（
例
年
八
月
実
施
）
総
会
と
そ

の
後
の
懇
親
会
、（
例
年
九
月
実
施
）、
現

退
職
者
懇
談
会
（
例
年
十
一
月
実
施
）
が

あ
る
（
い
ず
れ
も
本
年
度
は
中
止
）。

当
該
年
度
の
計
画
案
等
を
協
議
す
る
幹

事
会
は
支
部
役
員
と
各
小
中
学
校
の
理

事
・
評
議
員
計
十
五
名
ほ
ど
が
出
席
し
て

お
り
、
本
支
部
が
組
織
的
・
計
画
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

総
会
・
懇
親
会
は
会
員
相
互
の
温
か
な

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
近
況
を
報
告

し
合
い
、
学
校
現
場
に
身
を
置
く
現
職
会

員
が
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち
の
先
輩
の
皆

様
と
膝
を
交
え
て
話
し
合
い
、
貴
重
な
示

唆
を
い
た
だ
く
、
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い

る
。本

支
部
の
特
色
あ
る
活
動
が
「
現
職
者

懇
談
会
」
で
あ
る
。
こ
の
会
は
平
成
十
九

年
度
に
始
ま
り
、
昨
年
で
第
十
四
回
を
迎

え
た
。
半
数
ほ
ど
の
現
職
会
員
が
参
加

し
、
大
切
な
情
報
交
流
と
懇
親
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

縁
あ
っ
て
同
じ
千
葉
大
学
教
育
学
部
を

母
校
と
し
、
同
じ
旭
市
で
教
育
に
携
わ
る

者
の
絆
を
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
文
責

藤
野

直
樹
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
支
部
の

活
動
も
六
月
以
降
、
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
る
が
、
少
人
数
で
の
連
絡
会
は
三
密

に
な
ら
な
い
範
囲
で
継
続
し
て
い
る
。
集

合
場
所
は
浅
草
・
雷
門
。
観
光
客
の
減
少

が
顕
著
で
あ
る
。
喫
茶
店
で
事
務
的
な
打

ち
合
わ
せ
終
了
後
は
浅
草
界
隈
の
散
策
。

地
域
・
歴
史
に
詳
し
い
竹
中
支
部
長
が
ガ

イ
ド
役
。

隅
田
公
園
や
向
島
百
花
園
、
由
緒
あ
る

甘
味
処
に
寄
り
道
な
ど
と
、
古
希
に
適
う

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
る
。
白
川
庭
園

や
富
岡
八
幡
宮
、
雑
司
ヶ
谷
霊
園
や
巣
鴨

地
蔵
な
ど
も
い
ず
れ
は
、
と
話
題
に
あ

が
っ
て
い
る
。

事
務
局
か
ら
提
供
さ
れ
た
卒
業
生
名
簿

は
、
永
年
勤
続
表
彰
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す

る
際
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

名
簿
の
な
か
に
親
し
い
人
の
名
前
を
発
見

す
る
と
、「
千
葉
大
だ
っ
た
の
だ
！
」
と
一

挙
に
親
し
み
が
湧
い
て
く
る
。

今
年
は
総
会
も
永
年
勤
続
表
彰
も
開
か

れ
ず
残
念
に
思
う
。
東
京
都
支
部
と
し
て

同
窓
会
活
動
に
貢
献
で
き
る
活
動
に
今
後

も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
文
責

山
下

康
弘
）

甲
子
園
出
場
を
決
め
た

南
関
東
大
会
の
戦
績

○
二
回
戦

千
葉
師
範
13
対
⚖
成
東
中

○
準
々
決
勝

千
葉
師
範
⚕
対
⚒
銚
子
商
業

○
準
決
勝

千
葉
師
範
⚘
対
⚒
水
戸
商
業

○
決
勝

千
葉
師
範
⚘
対
⚗
水
戸
中

〈船橋市教育委員会所蔵〉当時の甲子園球場から

部員一同

資料展示室の様子

ご存じですか
！

野球で千葉県
勢、初の甲子

園出場校は

千葉県師範学
校です


